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研究成果の概要（和文）：本研究では、ヘンリー・ジェイムズ(1843-1916)とラフカディオ・ハーン
（1850-1904）の語りの特徴をアメリカ帝国主義という歴史的文脈から検証した。彼らは共に大西洋あるいは太
平洋の対岸からアメリカに発信し続けた国籍離脱作家である。変容しグローバル化するアメリカ帝国主義の時代
という歴史的文脈に於いて、彼らの語りを＜海を超える語り＞と呼び、言語文化異なる読者との共感を創出する
語りの可能性を探った。
両作家について本を仕上げる言葉できなかったが、研究発表を重ね研究論文を執筆した。ジェイムズについては
「幽霊」の越境性を、ハーンについては翻訳を介して異文化をいかに寓意的に伝達するかを論じた。

研究成果の概要（英文）：The aim of this study is to examine the works by Henry James (1843-1916) and
 Lafcadio Hearn (1850-1904) and define their narratives as “umi o koeru katari” or “transoceanic 
narrative.” I propose that, as both writers pursued their literary careers overseas in the 
radically transforming era of American Imperialism at the turn of the 20th century, they had to 
craft their narratives to convey their foreign experiences to American readers. These had to be 
exotic and interesting, but also sufficiently enlightening to alert readers to issues of national, 
racial, and sexual identities. I focus on their use of ghost stories, indigenous folktales and 
travelogues for the definition of “transoceanic narrative.”
Although I did not complete a book in this period, I was able to attend international conferences 
and compose papers to explore the allegorical characteristics of their narratives. 

研究分野： アメリカ文学・比較文学
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義　トラベル

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究では、個別作家研究で十分に論じることができなかった歴史的文化的文脈を視座に入れ、グローバル化す
る複数文化・言語圏を繋ぐ＜海を越える語り＞という概念を想定し、大西洋を渡ったジェイムズと、太平洋を渡
ったハーンにその祖型を探った。特に彼らの幽霊談に注目する。そこに海を越えるトランスナショナリティを寓
意化する語りの作用があると考えるからである。その前提を踏まえ、ジェイムズおよびハーンについてそれぞれ
の語りについて検証、論文を発表した。
東西交流の要となり、グローバリゼーションの黎明期である二十世紀転換期を振り返り、二人を歴史的枠組みで
捉え直す本研究の視点は意義深く、さらなる研究の必要が期待できる。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
 
  研究代表者はこれまで、19 世紀末から 20 世紀初めのリアリズムからモダニズムの時代に焦
点を当て、ヘンリー･ジェイムズ、イーディス・ウォートン、ラフカディオ・ハーン、モダニズ
ム詩人等について研究を続けてきた。本研究では、個別作家研究で十分に論じることができな
かった歴史的文化的文脈を視座に入れ、グローバル化する複数文化・言語圏を繋ぐ＜海を越え
る語り＞という概念を想定し、大西洋を渡ったジェイムズと、太平洋を渡ったハーンにその祖
型を探る。特に彼らの幽霊談に注目する。そこに海を越えるトランスナショナリティを寓意化
する語りの作用があると考えるからである。2016 年はジェイムズ没後 100 年、ハーンの日本国
籍取得 120 年でもあり、東西交流の要となる二十世紀転換期を振り返る時期であるという点か
らも、二人を歴史的枠組みで捉え直す本研究に意義があると考えた。 
 
２．研究の目的 
 
  本研究の目的は、ヘンリー･ジェイムズとラフカディオ・ハーンにおける語りの特徴をアメリ
カ帝国主義という歴史的文脈において検証することである。彼らは生い立ちも作風も異なるが、
若い時代をアメリカで過ごし、大西洋あるいは太平洋の対岸から異文化異言語体験を作品にし
てアメリカの出版社へ送った。共に国籍離脱者としてアメリカの読者に向かって語りかけた同
時代作家である。しかし、この二人を 19 世紀末という同じ歴史的俎上で論じた先行研究はなく、
その点において本研究は独自である。ジェイムズもハーンもヨーロッパあるいは日本を語りな
がらその言説にアメリカの姿を投影させざるを得なかった。本研究では、彼らの語りを＜海を
越える語り＞と呼び、その特徴を海の彼方の見知らぬ者との共感を創出するための寓意性とト
ランスナショナリティに探り、グローバル化時代の要請する語りの可能性を明らかにする。 
 
３．研究の方法 
 
3 年間の研究期間に、これまでの個別作家研究を土台として時代背景を考察し、ジェイムズ

とハーンを同じ時代という俎上で論じ、二人に共通する米国帝国主義時代における語りの検証
を目的とする。 
 
19 世紀末資本主義的覇権国家米国の周辺から本国へ向かって発せられた彼らの語りを、本研

究では＜海を越える語り＞と呼び、その特徴を資料調査等によって＜海を渡る語り＞、すなわ
ち他者との共感を創出する語りとして理論化を目指す。これは、今日のグローバル化社会に資
する文学のありようを開くことにもなるであろう。 
 
研究対象は、米西・米比戦争、ルーズベルト大統領時代、また日清戦争から日露戦争、すな

わち 1890 年から 1904 年頃に執筆された作品である。これまでの研究から、幽霊談の持つ寓意
性とトランスナショナリティが両者をつなぐ語りの特徴だと想定できる。一次資料研究によっ
てそれらの具体例を調査し、発表し、英文論文で国内外に発信、フィードバックを参考にさら
に研究を進める。 
 
最終的には、ジェムズとハーンをめぐるアメリカ帝国主義時代の言説を調査、分析し、グロ

ーバル社会を繋ぐ語り「海をわたる語り」のモデル化を目指す。研究を円滑に進める為に次の
4 段階で研究を進めた。①アメリカの環大西洋地域覇権拡大時期（1890〜1904）における両作
家の作品調査分析。②同時期の歴史的政治的言説（大統領の演説、新聞記事）の検証。③同時
期の作家、知識人による反帝国主義同盟についての調査。特にマーク・トウェインやウィリア
ム･ジェイムズに注目。④①から③をふまえてハーンとジェイムズとの共通点の検証、および仮
説「海を越える語り」の特徴と構造を記述する。 
 
 
４．研究成果 
 
本研究が目指したものは、①「海を越える語り」の理論化および著作執筆；② 海外発信お

よび研究の集大成となるイベント（複数言語による朗読会）の企画である。 
 

① については、ジェイムズ、ハーンそれぞれ個別に研究発表および論文発表をすること
ができた。異文化間を繋ぐ語りという概念を＜海を越える語り＞として具体的には、
たとえ話や、冒険談、幽霊談、旅行記などの言説における、ゴーストリーな語りの方
法を整理し、記述することである。ジェイムズもハーンもリアリズム時代の作家と位
置づけられているが、目に見えるもの写実したわけではなく、彼らの語りには想像的、
寓意的要素が認められる。さらにその寓意性に、異文化異言語の混淆する社会へと向
けられたグローバル化する時代が要請するトランスナショナリティの要素が重ねられ
ると読むことができる。各論文ではそれぞれの作家の特徴をさらに彼らの生きたアメ



リカ帝国主義時代の「語り」の特徴でもあるとして探った。研究成果の一部は英文で
発表し、海外に発信した。残念ながら、ジェイムズとハーンを比較検討して一冊の著
書にまとめるというところまで研究を進めることができなかったが、さらに広義の「翻
訳」という概念を＜海を超える語り＞に組み込み、境界を越境する語りの特徴につい
て調査研究を継続していく所存である。 

 
② ＜海を越える語り＞とは、他者、すなわち異文化圏の見知らぬ読者へ発せられた語り

であり、共有する歴史や文化のない他者にどのように共感を伝えるのかという問題を
孕む語りである。本研究者は米国アメリカ文学（2016 年）、ヘンリー・ジェイムズ国際
学会（2016、2017 年）に参加、研究発表および海外の研究者との意見交換を行った。
また海外の研究者を招聘し講演および朗読会を開催、学生・院生、地域へのフィード
バックに寄与した。2016 年にはノース・カロライナ大学のジェイン・スレイルキル氏、
2017 年にはコルゲート大学のセアラ・ワイダ―氏を招聘、交流を持った。また神戸市
外国語大学客員教授で翻訳家の柴田元幸氏の講演会および朗読会を大学の事業として
企画実行し、翻訳という観点からも境界を越境する語りについて考える機会を得た。 
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